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Ⅱ． プロジェクト課題
　　　軽水炉高経年化対策
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図 3 近似手法による減肉率の局所的 

分布の算出例 

この部分を開い

たときの形状 

表 1　主要配管要素の減肉傾向評価結果 

形状係数は、直管の減肉率に対する比として算出 

配管要素
形状係数の試算例

（各値は幾何形状等により変化）
顕著な減肉傾向が
想定される部位

エルボ
4.8

(ショートエルボ)
エルボ腹側の上流側
から中央部の領域

オリフィス
3.8

(絞り口径比0.6)
オリフィスから管内径

２倍程度下流の直管全周

レジューサ
9.0

(絞り角度20°)
レジューサ下流側の

直管接続部付近の領域

弁（玉型）
10.2

(弁開度100%)
弁直後の下流管の
上部（天側）領域

Ｔ管合流部
主管：7.0、枝管：3.0
(枝管・主管口径比1)

主管合流後の枝管接続側
の半面領域

Ｔ管分岐部
主管：7.8、枝管：9.6
(枝管・主管口径比0.66)

管接続部上流側付近から
枝管背側にかけた領域
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配管減肉 ・減肉耐震評価




